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-ment の副詞と avec N の使用の違い
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1．は じ め に
（1）のように，しばしば，接尾辞が -ment の副詞（以下，単に -ment の副
詞）と avec＋名詞の表現（以下，avec N（1） は相互に置き換えが可能である。
（ 1）Il tient un papier à la main et le lit attentivement/avec atten-
tion.
例えば Le Petit Robert に joyeusement, patiemment の類似表現として，
それぞれ avec joie, avec patience が記されていることからも分かるように -
ment の副詞と avec N は意味的に非常に近い関係にあるといえる。
しかし，-ment の副詞と avec N の相互の置き換えが難しい場合がある。実
際（2）では curieusement を avec curiosité に置き換えるのは不可であり，
（3）では avec joie を joyeusement に置き換えるのはかなり不自然である（2）。
（ 2）a. Max s’exprime curieusement.
b. *Max s’exprime avec curiosité.（Molinier 1991）
（ 3）a. J’accepte avec joie.
b. ??J’accepte joyeusement.
本稿の目的はこのような置き換えの容認度の低さが何に起因するのかを明ら
かにすることである。-ment の副詞と avec N に関して，それぞれの特徴と使
用の違いを統語論的，意味論的，語用論的観点から論じる。
まず，2章では統語論的観点から，-ment の副詞と avec N という二種類の
副詞表現に共通する特徴や，文中での位置の違いについて論じ，3章では意味
論的観点から，両副詞表現について真向から論じている先行研究（Molinier
１３９
1991（3），Choi−Jonin 2000）の問題点を指摘する。そして，4章では，両副詞
表現のそれぞれを用いる際の発話者と事行主体の関係に着目し，発話状況に注
目した語用論的観点から両者のあいだの差異について論じる。
2．統語論的観点
2. 1．文副詞 vs 構成素副詞
フランス語の副詞は大きく 2分して，文全体を修飾する文副詞（adverbes
de phrase）と文中のある要素を修飾する構成素副詞（adverbes intégrés à la
proposition）とに分けることができる。Molinier（1991），Choi Jonin
（2000）ではともに avec N が文副詞として機能することはないとしている。
まずこのことの妥当性について Molinier et Levrier（以下，M et L）（2000）
の挙げる構文テストに即して考える。
まず文副詞の特徴であるが，M et L（2000）では，次の a, b の条件をとも
に満たす副詞が文副詞として機能するとしている。
a．否定文の文頭に遊離して置くことができる
b．C’est . . . que の焦点位置に置くことができない
そして，次の a, b の少なくとも一方を満たす副詞が構成素副詞として機能
する。
a．否定文の文頭に遊離して置くことができない
b．C’est . . . que の焦点位置に置くことができる
それでは，具体的に本稿で問題にしている副詞表現について考える。まず，
（4）b のように否定文の文頭に calmement や avec calme を置くことはでき
ない。この段階で，M et L の構文テストに従えば，これらの副詞表現は，上
記の構成素副詞の条件を満たしているため，構成素副詞であるといえるが，さ
らに（4）c のように c’est . . . que の焦点位置におくことも可能である。ま
た，（5），（6）のように，他の副詞に関しても，否定文の文頭には遊離してし
て置けないことがわかる。
１４０ -ment の副詞と avec N の使用の違い
（ 4）a. Max a attendu（calmement/avec calme）le dégel
b. *（Calmement/avec calme），Max n’a pas attendu le dégel
c. C’est（calmement/avec calme）que Max a attendu le dégel
（M et L 2000）
（ 5）*Tristement/*avec tristesse, il ne m’a pas regardé.
（ 6）*Joyeusement/*avec joie, elle n’a pas accepté ma demande.
したがって，avec N で置き換えが可能な -ment の副詞は文中のある要素を修
飾する構成素副詞であるといえる。では，これらの副詞表現が文中のどの要素
に関わるのかを次の 2. 2．で具体的に見ていきたい。
2. 2．主語指向の副詞
前項で見た構文的特徴に加えて，（7）や（8）のように，avecc N と置き換
え可能な -ment の副詞は肯定文の文頭位置に置くことができる。
（7） Calmement/avec calme, Max a attendu le dégel.（M et L 2000）
（8） Courageusement/avec courage, il se jeta à l’eau.
このように肯定文の文頭に位置させることができる副詞は事行主体の性質に言
及する「主語指向の副詞」の構文的特徴であるのだが，主語指向の副詞に関し
ては次の 3章で詳しく取り上げる。
M et L（2000）の巻末には 2780もの -ment の副詞について構文的特徴を
まとめた表があるが，それによれば，-ment の副詞と avec N の置き換えが可
能なのは次の 2種類の副詞である。
a. les adverbes de manière verbaux
b. les adverbes de manière orientés vers le sujet
まず，a は動詞の表す動きや状態の性質を表すいわゆる動作様態の副詞であ
る。そして，b は事行だけでなく主語の性質をも表す副詞であり，本稿では
「主語指向の副詞」と呼ぶ。これらの副詞について詳しく見てみると，動作様
態の副詞では 1525個の -ment の副詞のうち，avec N に置き換えられる副詞
は 62個であるのに対して，主語指向の副詞は 883個の -ment の副詞のうち，
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351個が avec N による置き換えが可能であるとしている。つまり，avec N
と置き換え可能な -ment の副詞のほとんどが主語指向の副詞であるといえる。
主語指向の副詞以外の副詞の例としては次のようなものが挙げられる。
（ 9）On avait orné la salle simplement/avec simplicité.（現代フラン
ス前置詞活用辞典）
（10）Max a saisi le papillon délicatement/avec délicatesse（M et L
2000）
（11）Max a atteint le sommet facilement/avec facilité（ibidem）
（12）Luc monte péniblement/avec peine les escaliers（ibidem）
本稿では，議論が煩雑になるのを避けるために，このようなやや特殊な副詞
は扱わず，考察対象を主語指向の副詞に限ることにする。
2. 3．複合時制での副詞の位置
ここでは，複合時制の場合の -ment の副詞と avec N の使用の違いについ
て見ていきたい。Choi−Jonin（2000）では，avec N は助動詞と過去分詞の
間には現れないとしている。インフォーマント調査からは -ment の副詞が助
動詞と動詞の間に置くことができるのに対して，avec N は少し不自然である
との回答が得られた。
（13）Il a attentivement/?avec attention lu la notice.
（14）Les soldats ont courageusement/?avec courage résisté à l’en-
nemi.
ただし，発話の際にポーズを置いたり，コンマで区切って文から遊離させた
り，動詞の後ろに置き換えることでこの不自然さは解消される。
（14）′a. Les soldats ont, avec courage, résisté à l’ennemi.
（14）′b. Les soldats ont résisté à l’ennemi avec courage.
このように，副詞を遊離させてもその意味機能を保持していることから
avec N の方が文中での自律性が高いといえる。
１４２ -ment の副詞と avec N の使用の違い
3．意味論的観点
3. 1．意味の多様性
-ment の副詞は形容詞が接尾辞の -ment を伴って副詞化したものであり，
avecN の N は形容詞の名詞形であることから形態素として共通の形容詞をも
つといえる。Molinier（1991）では，共通の形態素として含まれる形容詞の
意味から，両副詞表現の使用の違いが述べられている。すなわち，形容詞が ac-
tif と non−actif の意味を持っていれば -ment の副詞も同様に actif と non−
actif の意味を持つが，avec N に関しては actif の意味しか持たないとしてい
る（4）。actif な意味と non−actif な意味を持つ形容詞の例として curieux を挙
げている。例えば（15）のように Max est curieux といえば，（16）a の actif
な解釈つまり Max éprouve de la curiosité と（16）b の non−actif な解釈 Max
est un objet de curiosité が可能である。そして，-ment の副詞である cu-
rieusement を用いた場合，actif, non−actif 両方の意味をもつので（17）a，
（17）b 両方の発話が容認される。これに対して，avec curiosité を用いた場
合は actif な意味しか持たないので，（18）a は容認されても，（18）b は容認
されないとしている。
（15）Max est curieux
（16）a. Max éprouve de la curiosité（sens actif）
b. Max est un objet de curiosité（sens non−actif）
（17）a. Max a fureté curieusement dans tous les coins
b. Max s’exprime curieusement
（18）a. Max a fureté avec curiosité dans tous les coins
b. *Max s’exprime avec curiosité
この説明は -ment の副詞と avec N の使用の違いの説明として整合的であ
ると感じられるが，そもそも actif か non−actif の意味を両方備えた形容詞に
のみ当てはまることであって，非常に範囲が限られる。とりあえずは -ment
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の副詞の方が avec N よりも意味的に多様な機能を有するというだけにとどめ
ておく。というのも，brutal という形容詞を共通の形態素として持つ表現 bru-
talement と avec brutalité について以下の（19），（20）の例で考えてみる
と，（19）a, b で -ment の副詞が両方に使用できるのに対して，（20）a, b で
は事行の展開が急であったことを表現している b 中の avec brutalité でその
ことを表現することはできない。確かに -ment の副詞の方が avec N よりも
カバーする意味範囲が広いということはいえる。しかし，同じ形容詞に 2つ
の意味を備えていたとしても，常に actif か non−actif かということにはなら
ない。
（19）a. A la différence de Tsuru qui m’appelle toujours timidement
sans entrer dans ma chambre, Yukari pousse la porte brutale-
ment.（Saiichi Maruya : Rébellion solitaire）
b. L’endroit où Miyata était mort brutalement, à Setagaya, était
désert.（Seichou Matumoto : Le vase de sable）
（20）a. A la différence de Tsuru qui m’appelle toujours timidement
sans entrer dans ma chambre, Yukari pousse la porte avec
brutalité.
b. *L’endroit où Miyata était mort avec brutalité, à Setagaya,
était désert.
3. 2．事行
Choi−Jonin（2000）では avec N は dynamique な述語と結びつき，non−
dynamique な動詞とは結び付きにくいとしている（5）。dynamique な事行と
は，何らかの変化が起こりうる事行で lentement や rapidement のような速
さを表す副詞と結びついたりするような事行である（6）。そして，non−dy-
namique な動詞の例として être, comprendre, aimer, savoir, plaire, ressem-
bler などをあげている。
（21）a. Paul sait pertinemment cela.
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b. *Paul sait avec pertinence cela.
（22）a. On comprend facilement pourquoi il en est ainsi.
b. ?On comprend avec facilité pourquoi il en est ainsi.
ここで，動詞の種類によって両副詞表現が使い分けられるという説明は難し
いように思われる。というのも，実例を観察すると，non dynamique である
動詞と共起する avec N がいくつか見られる。
（23）Paul aime Marie avec passion.
（24）Il faut savoir avec précision qui le visite afin de pouvoir élaborer
une stratégie adéquate.（Le Monde 2000. 11. 01）
3. 3．副詞表現の及ぶ範囲
多くの副詞表現は，事行の性質を表すいわゆる「動作様態の副詞」だけでな
く，事行主体の性質も表す場合がある（7）。本稿ではこのような副詞表現を
「主語指向の副詞」と呼んでいるが，この様な考え方はフランス語の副詞に関
する研究では頻繁に見受けられることから（Milner（1978），Guimier
（1991, 1996），M et L（2000），etc。），副詞の意味機能の一つとして認めら
れているといえる。（動作）様態の副詞と区別するための大きな特徴として，
主語指向の副詞が用いられた発話には，
〈Sujet−être−adjectif〉
の含意がある。例えば，（25）のように言えば，〈Max a été attentif〉という
含意があり，attentivement, avec attention は事行だけでなく事行主体の性
質も表していると考えられる。
（25）Max a lu attentivement/avec attention la notice.
そして，この事行主体の性質は恒常的に有効である必要はなく，少なくとも
事行の間だけは有効な性質である。（25）の例でも，Max は日常から attentif
という性質を備えている必要はなく，少なくとも la notice を読んでいるとき
にだけこの性質が有効であればよいのである。
このような事行主体の性質を表す副詞として，-ment の副詞は動詞に近い
１４５-ment の副詞と avec N の使用の違い
場所でその機能が安定するといえる。例えば，（26）a の attentivement を用
いた例において，attentivement が écouter の主体である Anne の性質を表
しているという解釈，すなわち〈Anne est attentive〉は難しいが，b の avec
attention では〈Anne est attentive〉という解釈が可能になる。さらに（27）
と（28）を比較してみると，（27）のように avec N では動詞の直後でも，文
末にも置くことが可能だが，（28）のように -ment の副詞は（25）と同様に
動詞のすぐ近くに置かれた a は問題ないが，b のように動詞から離れて文末
に置かれると少し不自然になる。
（26）a. Anne écoute Martine lui parler attentivement.
b. Anne écoute Martine lui parler avec attention.
（27）a. Le policier la tira avec brutalité par le bras.
b. Le policier la tira par le bras avec brutalité.
（28）a. Le policier la tira brutalement par le bras.
b. ?Le policier la tira par le bras brutalement.
文を解釈するために -ment の副詞の位置はある程度制約を受けるのに対し
て，avec N は，動詞から離れてもその意味機能を保持していることから，文
中での自律性がより高いといえる。
本章では，意味論的観点から，両副詞表現が，形態素として，共通する意味
を持つ形容詞（cf. 3.1）の違いや事行タイプに応じて，-ment の副詞と avec
N の使用の違いを説明することの問題，不十分さを指摘したが，次章では語
用論的観点からの考察を試みたい。
4．語用論的観点
この章では，主語指向の副詞表現について，2章と 3章で述べてきたような
統語論的，意味論的観点からは説明できない問題を扱う。-ment の副詞と avec
N の使用の違いを説明する際に，発話文の内部だけに焦点を当てるのではな
く，その発話場面の状況も考慮に入れることが重要である。例えば，誰かに頼
１４６ -ment の副詞と avec N の使用の違い
みごとをされて次の（29）a のように avec N を用いて答えることはできて
も，b のように -ment の副詞を用いて答えるのはかなり不自然である。
（29）a. J’accepte avec joie.
b. ??J’accepte joyeusement.
逆に誰かが頼みごとをされているのを目撃した状況では，（30）a のように
-ment の副詞を使用するのが普通であり，avec N を使用するのは不自然であ
る。
（30）a. Il a accepté joyeusement.
b. ??Il a accepté avec joie.
このように，動詞や事行にだけ焦点を当てても -ment の副詞と avec N の
使用の違いを説明できないことがある。以下では，この不自然さがどこからき
ているのかを解明するために「発話者」と「事行主体」に注目する。
4. 1．発話者の評価
まず，主語指向の副詞の働きは，3章で述べた通り，事行主体の性質をも表
すことである。事行主体の性質を評価するのは常に発話者である。したがっ
て，文中の「事行主体」とその文の「発話者」を区別して考えることが重要で
ある。そして，-ment の副詞と avec N の使用の違いを説明するためには，発
話者と事行主体が同じか否かが重要である。
ここで，（30）b を再び見てみよう。実は，この発話は常に不自然だという
わけではない。発話者が何らかの経緯（例えば，事行主体 il から直接“J’ai ac-
cepté avec joie”という発話を聞いている場合など）により事行主体 il が喜ん
で頼みごとを引き受けたという事実を知っている場合は（30）b のように avec
joie を用いることに何ら問題はない。
したがって，発話者が事行主体の性質を評価するときの基準の違いが -ment
の副詞と avec N の使用の違いにつながるといえる。具体的にそれぞれの副詞
表現について評価基準を次のようにまとめることができる。
１４７-ment の副詞と avec N の使用の違い
a．-ment の副詞
事行主体の表情や態度など外側から見てとれる外的要因を評価基準にす
る。-ment の副詞によって表されている事行主体の性質が有効であるこ
とを発話者は必ずしも確信している必要はなく，その事行主体の性質が確
実に有効であるかどうかは問題ではない。
b．avec N
事行主体の心の内である内的要因を評価基準にする。したがって，何らか
の経緯により事行主体の性質が有効であることを発話者が確信している
（確実性が高いと判断している）際に，avec N が発話内で使用可能にな
る。
注意しなければならないのが，このように対比させると，-ment の副詞は
発話者が事行主体の性質の有効性が低い場合に用いるという誤解を招いてしま
うかもしれないが，決してそうではない。上記の「事行主体の性質が確実に有
効であるかどうかは問題ではない」というのは，その有効性に対する発話者の
確信の度合いが高くても低くてもよいのである。このことに関しては次の項で
詳しく見ていくことにしよう。
4. 2．評価基準：内的要因 vs 外的要因
前項で，-ment の副詞を使用する際，評価基準として相手の表情や態度な
どの外的要因を持ち出したが，事行主体の性質を表表す -ment の副詞には，
外的要因を評価基準にしやすいものとそうでないものがある。まず，外的要因
から評価しやすい時に用いる副詞として joyeusement, tristement, etc. が挙
げられるが，これらは表情や態度などから発話者が主体の性質を評価しやすい
と考えられる。そして，外的要因から評価しにくい時に用いる副詞として pati-
emment, courageusement, etc. が挙げられ，発話者が，表情や態度などから，
主体の性質を評価するのは難しいと思われる。したがって，-ment の副詞を
用いた場合でも発話者は主体の性質が真に有効であろうと，すなわち確実性の
度合いが高いと，判断する可能性は十分にある。-ment の副詞を使用すると
１４８ -ment の副詞と avec N の使用の違い
き，発話者は自分が評価した事行主体の性質が真に有効であるかどうかの判断
はどちらでもよいのである。言い換えれば，確信していてもいなくても -ment
の副詞を使用することができるのである。
下図を見てみよう。avec joie や avec patience のように avec N を用いる
際は内的要因を評価基準にしているので，事行主体の性質の有効性に関する発
話者の判断において，確信の度合いが常に高い位置を占めることになる。言い
換えれば，事行主体の性質の有効性を発話者が確信しているときに avec N は
使用される。これとは違って，-ment の副詞の場合，発話者の確信の度合い
は低くても高くてもよい。したがって，図で，joyeusement が常に低いとい
うわけではない。確信の度合いに関してはどの位置にも現れることができる。
以下，内的要因と外的要因の区別がつきやすい joyeusement, tristement に
関して，発話者と事行主体の関係を考慮に入れて見ていこう。
4. 3．発話者＝事行主体
まず発話者と事行主体が同じ場合，当然，発話者は，自分自身のことなの
で，事行主体の性質を内的要因により正確に評価することができる。したがっ
て，誰かに頼みごとをされて（29）a のように avec joie を用いる方が自然
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で，（29）b のように外的要因を評価基準にする joyeusement は不自然であ
る。
（29）a. J’accepte avec joie.
b. ??J’accepte joyeusement.
4. 4．発話者≠事行主体
次に，発話者と事行主体が異なる場合を見ていく。事行主体が対話者である
場合と第三者である場合が考えられる。
事行主体が対話者の場合，発話者は対話者の態度や表情を基準にして事行主
体の性質を評価する。しかし，対話者の表情を見ても性質の評価ができない場
合に -ment の副詞を用いた（31）b は少し不自然である。
（31）a. Est−ce que tu me souris avec tristesse?
b. ?Est−ce que tu me souris tristement?
-ment の副詞は外的要因を基準に発話者が事行主体の性質を評価するので，
それを問う文になり少し不自然になると考えられる。
事行主体が第三者の場合，事行主体の性質を評価する基準は表情や態度であ
る。誰かが頼みごとをされているのを見て，（30）a のように joyeusement を
用いるのが自然であり，（30）b のように avec joie を用いるのは不自然であ
る。
（30）a. Il a accepté joyeusement.
b. ??Il a accepté avec joie.
この文脈では b は内的要因を基準に評価しているとは考えにくい。4. 1でも
述べたように事行主体が喜んで引き受けたということを発話者が何らかの理由
により知っているなどという状況では b は容認可能になる。
5．お わ り に
統語論的観点から，avec N 及びそれと置き換えられる -ment の副詞は文副
１５０ -ment の副詞と avec N の使用の違い
詞にはなりえず，構成素副詞であるといえる。その大部分が主語指向の副詞で
ある。
意味論的観点から，両副詞表現の置き換えが可能な場合のほとんどが主語指
向の副詞であることが確認できるが，-ment の副詞の方が avec N よりも多く
の意味を持つ。そして，avec N の方が -ment の副詞よりも文中での自律性が
高いといえる。先行研究のように，発話中に含まれるそれぞれの副詞表現に形
態素として含まれる共通する形容詞の意味の違いや，事行タイプに注目したア
プローチでは不十分であり，それぞれの副詞表現が使用される発話状況を考慮
にいれなければならない。
語用論的観点から，両副詞表現の使用の違いに関して，発話者と事行主体の
関係を考慮にいれなければならないことがわかる。つまり，主語指向の副詞表
現によって事行主体の性質が表される際の発話者の評価基準が重要である。発
話者の評価基準を考えることにより，副詞表現の違いをより細かく説明するこ
とができる。
注
⑴ avec N 中の N は限定辞を伴わない裸名詞とする。
⑵ インフォーマントの判定基準
*＝容認不可能，??＝かなり不自然，?＝やや不自然
⑶ Molinier（1991）では de（façon＋manière）Adj. についても論じているが本稿
では考察対象としない。
⑷ lorsque un adjectif a un sens actif（ou subjectif）et un sens non−actif（ou ob-
jectif），les adverbes de（façon＋manière）Adj et Adj-ment ont aussi un sens
actif et un sens non−actif, tandis que l’adverbe correspondant avec Adj−n n’a
que le sens actif
⑸ avec N ne semble se combiner（. . .）qu’avec un prédicat dynamique, qu’il ait
ou non une durée interne, Il se combine, en revanche, difficilement avec un
verbe non dynamique tel que être, comprendre, aimer, savoir, plaire, ressem-
bler, etc.
⑹ les procès dynamiques（. . .）sont susceptibles d’un changement ; ils peuvent
se combiner, par exemple, avec un adverbe de“vitesse”tel que lentement, rap-
idement（. . .）.
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⑺ Molinier（1991）では，avec N と共起する主語はほとんど人に限られるとし avec
N と -ment の副詞の違いがみられることを指摘しているが（（1），（2）），Molinier
自身も指摘するように無生物の主語をとる場合がある。本稿では主語が何である
かについては詳しく論じない。
（ 1）a. Max a loué les vertus de Marie exagérément
b. Max a loué les vertus de Marie avec exagération
（ 2）a. La séance de clôture a duré exagérément
b. ?*La séance de clôture a duré avec exagération
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